
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 
ワンマンスイッチ投入時に限り、自動で防護無線が発報

されるような改修は出来ないのか。 

現時点でそのようなものが出来るとは聞いていない。車内への注意

喚起は指令から行うなど、乗務員のフォローは行っていく。 

ドアコック扱いがあった場合に指令の方で把握できるように

改修できないか。もしくは指令室でドア情報画面を見て状態

を把握できるようにできないか。 

山手線で客室の防犯カメラを指令室で見られるシステムの開発

をしていることをプレス発表しており、この機能が搭載される

ようになれば指令室で見られるようになると思うが、現段階で

は開発中である。 

現段階では改修する予定はないが、開発をしていくというこ

とでよいか。 

その通りである。プレス発表で相模線の旅客接近装置と山手線

の防犯カメラを指令室で見られるシステムを紹介している。 

実用化されるのが一番よいが、それまでの間は駆けつけ体制を強化

し、乗務員が車内監視できる体制や、現地責任者が基本的に乗務員

室に常駐するなど車内が無人にならないようにすること。 

南武線に限らず、相模線などでも駅社員や内勤者など駆け

つけた社員が車内で放送をしたりしている。 

組 合 会 社 
ワンマン訓練において、現に押し間違いが発生している。

物理スイッチを追加で設置することを求める。 

車両改造には時間を要するので、その時間を訓練に充てたい。 

現実として、タッチパネルに虫が付いて反応したことがある。物理

スイッチを設置しないのであれば、誤扱い防止対策を講じること。 

ホームドアとの連携や、最新技術としてタッチパネル式を

導入した。様々な議論があって今の形になった。 

組 合 会 社 
相模原駅上り停車中にＴＡＳＣ設定の確認を行うが、現行は

画面を最低４回切り替えて確認しなければならず、時間を要

する。ＴＩＭＳ画面を改良できないのか。 

認識はしている。意見は承るが難しい。 

運転情報画面にＴＡＳＣの設定状態を表示させることはでき

ないのか。もしくは、ショートカットキーの統一や整理がで

きないのか。 

否定するものではない。車両関係に伝えていく。 

改良できないのであれば、基本動作を考慮した停車時分とす

ること。 

橋本オフィスとコミュニケーションを図っていく。 
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１５．人身事故や踏切事故、異音感知等で駅間に列車が停車し、お客さまにより無断でドアコックが扱われた際に自動で防護

無線が発報されるように車両を改良すること。もしくは、周辺の列車をすぐに抑止できるような対策を講じること。 

【会社回答】現時点において、機能を改修する計画はない。 

１６．客室防犯カメラを通信式に変更し、人身事故および踏切事故等で長時間列車から離れる場合に限り、 

当該列車の車内の状況を指令が注視できるようにすること。 

【会社回答】現時点において、機能を改修する計画はない。 

１７．車載モニターを注視しながら確実にドア扱いが行えるよう、物理スイッチを追加で設置すること。 

【会社回答】現時点において、ドア開閉システムを改修する計画はない。 

１８．ＴＡＳＣの停通設定確認をスムーズに行えるよう、ＴＩＭＳモニターを改良すること。具体的には、ドア開閉画面および運

転情報画面の下部にＴＡＳＣ設定ボタンを追加し、ＴＡＳＣ設定画面から運転情報画面およびドア開閉画面に切り替えられ

るボタンを追加すること。 

【会社回答】現時点において、TIMS機能を改修する計画はない。 
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